Northwest China Federation of Islam and the Power Strutcure of Hui Muslim Communities : Based on the Bulletin “Huijiao Yuekan” by 澤井 充生
59
西 北 回教 聯 合会 の活 動 と回民社 会 の権 力構 造
一 『回教月刊(西北鐘声)』を手掛か りとして一














立経緯と活動内容を改めて整理 し、 日本軍特務機関の偲偲団体の特徴を把握 し、その
後、西北回教聯合会に参加 した回民幹部の発言や行動を個別事例として取 り上げ、回
民幹部の主張や思想、背景や立場を見極める。本研究の特色は、西北回教聯合会の機















伝統的なエ リー トの発言や行動を仔細 に観察 し、 日本軍特務機関、西北回教聯合会、
清真寺の力関係 を明らかにしながら日本軍占領下の回民社会の具体像 を再構成し、そ
こから権力構造の持続 と変容を検討する。なお、ここでいう回民社会 とは清真寺 を中
心としたローカル ・コミュニティ(清真寺共同体)や複数のローカル・コミュニティの












































































但 シーケ寺ノ教友小数ナル トキハ併合シテ分会 ト為スコトヲ得同
一地二多数ノ分会アル トキハ支部ノ認可ヲ得テ聯合分会ヲ結成ス
ルコトヲ得

































会ノ決議 ヲ経 タルモノハ此ノ限リニ在 ラス
第6章 会議
第23条 本会ハ本部主宰ノ下二毎年一回総会 ヲ開催ス
















それでは、西北 回教聯合会 の 「本部」に 目を向けてみ よう。西北 回教聯合会 の会則 を
見 る と、「会 長」(1名)、「副会長」(若干名)、「総務部長」(1名)、「監事」(若干名)、「評
議 員」(若干名)が 役職 として設置 されていた こ とがわか る。1942年あ るいは1944年
の人事 では、「会長」(1名)、「副会長」(2名)、「評議員」(8名)、「支部長」(3名)が選 出(あ
るいは任命)さ れていた(表2)。「監事」・「総務部長」以外の役員は、厚和、張家[]、包
頭、大同の各支部か ら選 出(あ るいは任命)さ れ、会長お よび副会長 を厚和 出身の回民































写真1西 北回教聯 合会 の幹部
?
?
をr一掛 か り として 一
出 典:『回 教 月1:iJ(西北 鐘 声)1第2巻 第2期
補 足:L段 イ 端:曹 英、 ヒ段 中 央:蒋 輝 才`1:
ド段 イ 端:丈 馨 、 ド段 右か ら=番 目
ド段 ノ1端:呉愚 功
、 ヒ段 左 端:李 郁1,1;1、





















































































りの世話をすることになった。小村夫妻は毎 日風呂に入 り、 コンクリー ト製の浴槽
にお湯を溜めるので、水汲み、湯沸かしなどを担当した。また、小村は馬に乗って出
勤 していたので、馬の世話(餌や り、手入れなど)も担当した。このように、小村 と








で5年近 く厚和市に滞在 したと思う」(2010年8月フフホ ト市におけるインタヴュー
調査)



























































































































呼称:筆 者注)だった。自分は4年生 まで進級 したが、生活が逼迫していたので学
校 に通えなくなった」(2010年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)






支部 学校名 氏名 職位 年齢 学歴
厚和 厚和市立回部小学校 王友三 校長 28 繧遠公学師範部
麻成 教員 26 山西省立第七中学
馬玉清 教員 29 緩遠省立第一中学高中
李秀貞 教員 20 巴盟師範学校
楊玉芳 教員 26 山西省立第三女子小学
楊秀清 教員 23 繧遠省立女子師範学校
呉椿 教員 24 繧遠省立第一中学
蘇亮 教員 33 繧遠省立師範学校
馬翰林 教員 37 北京阿文大学
丁瑞蘭 教員 22 善隣…回民女塾
甑威 事務員 28 繧遠正風中学校
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
表4厚 和市の蒙彊回民青年学校教職員一覧
支部 学校名 氏名 職位 年齢 学歴
厚和 厚和回民青年学校 馬慶 校長 34 緩遠省立第一中学高級部
劉培毅 教員 21 巴彦塔拉麺盟師範学校
白逢辰 教員 59 晋北大同清真寺
馬正隆 教員 20 厚和回民青年学校
白永禎 事務員 25 厚和回民青年学校
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
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西北回教聯合会は、日本軍関係者の援助の ド、蒙艦政権 ドの回民を対象として訪 日
視察団を組織 した,,西北回教聯合会の本部 ・支部や日本軍の特務機関員が訪日視察団












































出 典:lll・稲 川 大学1'Xl,li・館 所 蔵 大 日本 回 教 協 会 田 蔵 写 真 資 料
補 足:通 訳 とお ぼ し き男 性 が 話 しか け て い る 人 物 が 代 表 の 金 朝 文qE面 中 央 ノ且つ。
東 京 の 亡命 タ ター ル人 た ち との 茶 話 会 、.
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出 典:}IL稲川 大 学 図,ll:館所蔵 大H本IIIi教協 会 旧蔵 写 真 資 料
補足:伝 統 衣 装 を 身 に纏 っ て 起 、71した 男性(中 央 左)が 西北 回教 聯 合 会勇乏家1け ぐ部 長
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表5蒙 古連盟自治政府主催回教徒訪 日視察団(1938年)
氏名 役職 職業 年齢 出身地
金朝文 団長兼指導員 政府科長 32 奉天
池田徹男 指導員 政府政務員 25 静岡県
太田正夫 指導員 特務機関員 25 島根県
王潤 団員 騎駝商 36 厚和
逞廷柱 団員 騎駝商 23 厚和
曹銘亮 団員 騎駝商 19 厚和
劉玉 団員 騎駝商 40 厚和
孫宝善 団員 騎駝商 35 厚和
張英 団員 毛皮商 19 厚和
費廷璽 団員 毛皮商 30 厚和
郭玉璽 団員 学生 20 厚和
回殿元 団員 僧侶 30 包頭
楊仲瑞 団員 毛皮商 29 包頭
白玉衡 団員 教員 32 包頭
馬成漢 団員 僧侶 27 薩拉斉
馬登清 団員 雑貨商 34 豊鎮








氏名 年齢 支部 所属分会 役員 備考
曹英 39 厚和 厚和大寺分会 本部副会長
費致中 36 厚和 厚和大寺分会 支部総務主任
白世貴 25 厚和 厚和北寺分会 回教商業会長
馬験良 26 厚和 本部 本部弁公主任
劉萬山 22 厚和 厚和東寺分会 回教小学教員
白忠 22 厚和 厚和西寺分会 回教青年学校学生 青年
李郁周 41 張家口 張家口土爾溝分会 張家口支部長
沙幼良 34 張家口 龍関県王家楼分会 龍関聯合分会長
趙文亭 46 張家口 懐来県甘汲堰分会 宣化聯合分会長
王秀含 42 張家口 宣化北寺分会 宣化聯合分会長
李景華 57 張家口 張東四(寺?)分会 張家口市聯合分会長
馬聰儒 22 張家口 張家口市新民街分会 張家口市小学教員
呉懲功 33 包頭 包頭大寺分会 包頭副支部長
楊萬里 31 包頭 包頭大寺分会 包頭聯合分会総務主任
陳廣仁 26 包頭 包頭西寺分会 包頭西寺分会総務主任
馬成験 22 包頭 包頭南寺分会 青年監事 青年
馬鑛 38 大同 大同支部 評議員
馬忠 41 大同 大同支部 評議員




































































































地区 団(隊)長 幹部 団員数
厚和 青年団 幹部







男が厚和特務機関長(小倉達次)に働 きかけ、厚和市の清真大寺に 「望月楼」(ミナ レッ
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写真5清 真女寺(改革開放期に修復 されたもの)
著二者 撮 影(2000{iモ1JJ、フ フ ホ ト 市)













1939年春,厚 和市出現r-/IN'"西北 貿易通 商会"。同吋,在 旧城北/」外 回民聚居
区4ミ順城街Jii几巷 斤没 ∫一 ↑"厚 和旅社"(后改名ノザ 回民 会笛"),{訂j接待 西北的
客 商1、会棺所tJi的地 翻:是李夙藻先生的、,我対通 商会和 回民 会笛成 立的来JE去豚及 其
内幕,当 吋 洋不知底細,以 ソv只是ノト商 劣管理'tti三庚的旅行服 劣社 而,,那吋,[月媛与西北





































































































表9厚 和市 における清真寺 の管理責任者
83
















































































































































































































































































































おぼしき 「崇徳堂」で、210頭の騎駝を所有 していた。詳細については 「厚和市回民酪
駝業者一覧表」を参照されたい)。
曹家の兄弟のうち、日本軍関係者 と最 も接触が多かったと考えられる人物が曹英で





























































































とはできない。ただし、ここで注 目すべ きは、曹英がイスラームや 「回教民族」(また
は「回民」)の復興を強 く主張し、中国の回民や回民を含むムスリム諸民族のエンパワー
メントを念頭に置いていたことである。あ くまでも推測の域 を出ないが、曹英は突然











として訪 日視察団に参加 させている[代林2001:242-234]。曹万の事例 とは対照的
に、曹英は訪 日視察団に数回参加 し(少なくとも第2回訪 日視察団に参加 した記録が
ある)、日本滞在の体験 ・経験を肯定的に語ることが多 く、来日後、「日回民族」の共通










軍は西北回教聯合会を通 じて清真寺を登録 ・管理 したり、回民の教育施設を設立 ・運
営 したりすることによって皇民化政策を強行 したが、清真寺における管理責任者の選
出、宗教指導者の任命 ・罷免、宗教学生の受け入れ、伝統的なイスラーム教育や儀礼遂











寺の名士であった回民幹部 らにはある程度の発言権が許容 されており、 日本軍特務機
関と清真寺 とのあいだで両者の利害を調整する「仲介者」(調停者)としての役割を担っ
ていたからだと考えることができよう。
西北回教聯合会が設立 された後 も清真寺内部の管理運営の仕組みに大 きな変化は見
られなかった。中華民国期に関しては、 日本軍が撤退する1945年あるいは中華人民共
和国が成立する1949年までの問、 どの清真寺 も 「郷老」という管理責任者 ら(地元有
力者)が一般信徒の代表 として 「教長」(宗教指導者)を雇用 ・解任 し、儀礼 を企画し、
喜捨などの寄付金を管理 していた。日本軍占領期、清真大寺には 「郷老」が12人お り、
厚和市の清真寺のなかでは「郷老」が最も多かった(表9)。大多数の 「郷老」の祖籍(祖
先の出身地)は他省であるが、本人たちは厚和市(旧帰緩市)生 まれの者である。「郷















あり、宗教指導者 と管理責任者 との間には姻縁関係にもとつ く「関係」(guanxi,コネク
ション)が形成されていたという(2015年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。
このように、清真寺内部では、「郷老」にしろ、「教長」にしろ、一般信徒たちが全体











清真寺 宗教指導者 ・年齢 ・原籍 学生 ・年齢 ・原籍 補足
大寺 教長
劉富瑞(60)河北槍県 劉徳輔(22)河北槍県 一般信徒
イ マ ー ム 劉月起(31)河北槍県孟村鎮 2,338名453世帯
劉玉林(47)帰繧 劉口祥(30)河北槍県 男1,244名
ム ア ツ ズ イ ン 劉祥林(26)河北槍県 女1,094名
馬英(24)帰繧 王生雲(26)帰繧





イ マ ー ム
劉徳魁(46)帰繧
ハ テ ィ ー ブ
陳四(28)帰繧
































しかしなが ら、 日本軍関係者が清真寺関係者に働 きかけを一切行わなかったと判断
するのは早急であろう。例えば、日本軍占領期、厚和市の甘繧清真礼拝堂(現清真北寺)
には金徳海 という宗教指導者がいたが、1945年、 日本軍特務機i関の虚田正季(須 田正
継:筆 者注)が金徳海のもとを訪問 し、 日本がイスラーム大学の建設を厚和市に開設
する予定があると伝えたという。金徳海は日本側の思惑を見抜 き、日本人に協力しな























ら衆 り出すことによって、回民幹部の立場性を見極め、回民幹部 と清真寺 との有機的










































丈福堂)が打倒された結果、清真寺の管理運営が直面 した変化 に言及 しておきたい。
中国共産党が政権を樹立すると、土地改革法、三反五反運動、反右派闘争、宗教制度民
主改革、文化大革命などの一連の政策や運動が発生し、支福堂は処刑され、曹英は打







フホ ト市に くらす回民の古老たちは1949年以前に活躍 した清真寺の地元有力者を直
接知るからか、伝統的な地元有力者と新興エリー トを比較し、後者の知性や品格の欠
如を痛烈に批判する。もちろん前者 も清真寺の実権を掌握 したわけだが、清真寺や信





























本稿では蒙古聯盟 自治政府お よび蒙古聯合 自治政府 を蒙彊政権 と呼ぶ ことにする。
1944年!月、西 北 回教聯 合会 は 「蒙彊 回教聯合 会」に再編 されたが、本稿 では両者 を区別 しない。なお、
1942年の 『邦 内回教調査概要』には西北 回教聯合会 ではな く、蒙彊 回教聯合会 の団体 名が表記 されている
が、蒙彊 回教聯合会 が1944年に結成 された ことをふ まえる と、同書 の出版年 が誤 って印刷 された可 能性 が
高い。
菅沼正芳 は満洲国に設立 された満洲協和 会の元会員 だった。甘寧支部には 「支部長」、「支 部員 」、「顧問」の
役職 があったが、菅沼が顧問 を担当 した[李士栄1988b:24]。不思議 なことに、菅沼正芳 は現地語 の別名
を持 ってお り、馬仁徳 と名乗っていた[李士栄1985:157-158]。なお、甘寧支部 の所在地 は包頭の新太店
巷6号 である[李士栄1988b:24]。
小村不二男 のイスラーム改宗 については、晩年、小村 と親 しか った日本人男性か ら情報 を提供 して もらっ
た(2013年7月東京 ジャー ミイにお けるインタヴュー調査)。
小村不二男 は高橋 が西北事情研 究所所員であ ったと証言 している[小村!988:450]。なお、西北事情研
究所 とは小村が厚和市 に開設 した研究所であ る。
張家 口の回教会の前 身は西北回教民族文化協会であ り、この協会の顧問に も日本軍関係者が名 を連ねてお
り(例えば、日本人ムス リムの松林亮)、日本 軍特務 機関が設立に加担 していたこ とがわかる。西北回教民
族文化協会 について は[在張家 口日本領事館1937]に詳 しい。
正式名称は晋北回民公会 とい う説 もある。
理由は よくわか らないが、包頭支部 の管轄下 にあった清真寺(4寺)に関 して はデ ータが記載 され てい ない。
白忠義の回想に よれば、回民 会館 が開設 された場所 は甘緩 清真礼拝 堂(現清真北寺)の郷老(李鳳藻)が清
真寺に寄進 した土地であ り、以前 は 「厚和旅社」があった[白忠 義1983:20]。李鳳藻 は寧夏 の呉忠 出身
の商人であったが、回民軍閥の馬福祥 とともに緩遠省にやって来た。おそ ら く1937年に 日本軍占領前後 に
帰郷 した らしく、1949年以後、寧夏で政治協 商会 議委員を担 当 した。
10)訂正 してお くと、小村不二男は早稲 田大学ではな く、天理大学 を卒業 してい る。
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